
私
た
ち
、大
人
に
な
り
ま
し
た
。
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未
来
を
照
ら
す
ハ
タ
チ
の
輝
き

会
場
内
に
咲
く
笑
顔

晴
れ
の
門
出
迎
え
た
新
成
人
た
ち

　

１
月
13
日
、
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
新

成
人
た
ち
を
祝
う
「
赤
磐
市
成
人
式
」
が
、

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
、
男
性

が
１
９
５
人
、
女
性
が
１
８
８
人
の
計

３
８
３
人
で
、
こ
の
日
は
市
内
外
か
ら

３
４
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
砂
川
清
流
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
勇
壮
な

太
鼓
演
奏
を
披
露
。
式
典
で
は
、
市
長
が

式
辞
を
述
べ
た
の
ち
、
出
席
し
た
来
賓
が

お
祝
い
の
言
葉
を
、
赤
磐
市
が
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の
岡
村
紀

亜
さ
ん
と
土
井
杏
香
さ
ん
が
「
私
た
ち
を

温
か
い
愛
情
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に

感
謝
し
、
向
上
心
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

たった一度の人生です。後悔のないようにしてくださいね。（大西功洋先生）／今日ここに来られて、　　　　　　そして皆さんに会えて本当によかったです。成人おめでとう。（久次博文先生）　　　　　Message for you ― 新成人へ贈るメッセージ ―
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式
典
終
了
後
は
、
成
人
式
実
行
委
員
主

催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
内

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
中
学
校
時
代
の
懐
か
し

い
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
歓
声
が
上

が
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
の
外
で
は
、
旧

友
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
、一
緒
に
写
真
を
撮
っ

た
り
、
連
絡
先
を
交
換

し
た
り
す
る
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

ハタチになったら
　　選挙権が与えられます
　ハタチになると与えられるのが選挙
権です。投票所に行ったことがない人
は「投票なんてめんどくさそう」と感じ
ているかもしれませんが、届いたはが
きに書かれている投票所に行って、渡
された紙に書くだけの、とても簡単な
ものです。誰を支持すればいいのか、
いまいちよく分からないという場合も
あるかもしれませんが、まずは一票を
投じる行動を起こすことが大切です。
　3月24日㈰には赤磐市長・赤磐市
議会議員選挙が行われます。投票は、

私たちの生活につながる政治に対し
て、自分の意思表示をする機会で
す。赤磐市の明るい未来のため
に、ぜひ一票を投じてください。

成人式のはじまりは…？
日本の成人式のルーツは、1946（昭和21）年に埼玉県北足立郡蕨町（現蕨市）で実施された「成年式」と言われています。
敗戦直後である当時、次代を担う青年たちに明るい希望を持たせ励まそうと、当時の蕨町青年団長が主唱者となり、青年
祭を企画。その祭りのプログラムの一部として行われた「成年式」が全国へ広まり、現在の成人式となったそうです。

中
学
時
代
に
経
験
し
た
こ
と
を
自
分
の
人
生
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。（
岩
﨑
正
直
先
生
）
／
岡
山
県
を
支
え
る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。（
光
信
謙
吾
先
生
）

たった一度の人生です。後悔のないようにしてくださいね。（大西功洋先生）／今日ここに来られて、　　　　　　そして皆さんに会えて本当によかったです。成人おめでとう。（久次博文先生）　　　　　Message for you ― 新成人へ贈るメッセージ ―
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日 時 2月24日㈰ 午前11時～午後5時

集合時間  男 性 午前9時45分
※午前10時から40分程度の事前セミナーがあります。

 女 性 午前10時45分

場 所 岡山農業公園ドイツの森 クローネンベルク

参加資格  男 性 赤磐市に在住または在勤の人
 女 性 居住地・勤務地の制限なし
※男女共に年齢制限はありません。

参加定員  男性・女性 各20人（総数40人）
※応募者多数の場合は選考となります。

参 加 費  男性・女性 各3,000円

申込期限 2月12日㈫

申込方法 受託事業者に、ホームページまたは
電話でお申し込みください。

主 催 赤磐市結婚推進協議会
（事務局 ： 吉井支所産業建設課内）
☎954-1319

問い合わせ・申し込み先
【受託事業者】 Lapish（ラピッシュ）

〒700-0821 岡山市北区中山下1-11-54 黒住ビル
☎086-235-0804

http://lapish.jp
受付時間 ： 午前11時～午後8時（無休）

11:00　パーティースタート 1対1で全員とおしゃべり

12:00　ソーセージ作り体験教室 手作りソーセージ作り

13:00　ランチビュッフェ ドイツの森特製の自然派ランチビュッフェ

14:00　フリータイム 園内のアトラクションを満喫したり、
イベントホールで楽しくおしゃべりしたりご自由に♪

16：30　カップリングタイム 気の合う２人でカップル誕生です

17:00　イベント終了

　赤磐市結婚推進協議会では、カップリングパーティーを開催します。今回
のパーティーイベントは男女共同作業でソーセージ作りを体験し、お互いの
交流をより一層深めていただきます。また男性を対象に、女性講師を招いて
「女性から見た魅力溢れる男性像」をテーマに、事前セミナーも行います。
　ほかにもドイツの森の自然豊かな公園を生かしたさまざまなイベントを
ご用意しています。出会いを求めている皆さんの参加をお待ちしています。

　前回、12月に開催した
和気鵜飼谷温泉でのパーティーでは

９組もの素敵なカップルが
誕生しました！

広報あかいわ（平成25年2月号） 4



　
赤
磐
市
に
あ
る
観
光
資
源
を
再
発
見
、
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
赤
磐
市
内
を
巡
る
「
赤

磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
９
日
㈯

　
午
前
９
時
集
合
、
午
後
３
時
30
分
解
散

■
集
合
・
解
散
場
所

　
赤
磐
市
役
所 

正
面
駐
車
場

■
行
程

　
赤
磐
市
役
所
集
合　

　
↓　
㈲
山
本
製
菓
に
て
「
あ
ら
れ
作
り
」
の

　
　
各
工
程
の
見
学
と
販
売

　
↓　
赤
磐
特
産
館
ア
グ
リ
に
て「
赤
磐
も
ち
つ

　
　
き
隊
」に
よ
る
き
ね
つ
き
の
実
演
と
販
売

　
↓　
休
憩
（
昼
食
）

　
↓　
永
瀬
清
子
の
里
の
見
学
と
朗
読
鑑
賞

　
↓　
熊
山
英
国
庭
園
の
見
学

　
↓　
赤
磐
市
役
所
解
散

■
参
加
費
／
無
料
（
た
だ
し
、
昼
食
代
は
当
日

自
己
負
担
）

■
募
集
人
数
／
30
人

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日
㈮
よ
り
受
付
開
始

（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法
／
往
復
は
が
き
に
「
赤
磐
市

探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

参
加
希
望
者
全

員
の
①
住
所 

②

氏
名
（
ふ
り
が

な
） 

③
性
別 

④

生
年
月
日 

⑤
申

し
込
み
時
の
年

齢 

⑥
電
話
番
号

を
ご
記
入
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、事
務
局
か
ら

返
信
用
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

※
高
校
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・

天
候
や
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
、行
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

雨
具
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催
／
赤
磐
市
観
光
協
会（
事
務
局
…
本
庁

商
工
観
光
課
内
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
７
０
９︲

０
８
９
８

　
赤
磐
市
下
市
３
４
４

　
赤
磐
市
商
工
観
光
課　
赤
磐
市
観
光
協
会

　
「
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係

　
☎（
９
５
５
）６
１
７
５

赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

赤
磐
市
観
光
協
会
会
員
募
集

　
赤
磐
市
観
光
協
会
で
は
、観
光
と
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
伝
統
行
事
の
推
進
や
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
磐
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、協
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
多
く
の
人
の
ご

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【 

会
　
員 

】

・

通
常
会
員
…
商
工
観
光
に
関
連
が
あ
る
事
業
者
や
団
体

・

個
人
会
員
…
商
工
観
光
に
関
連
が
あ
る
個
人
や
協
会
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
個
人

【 

会
　
費 

】

・

通
常
会
員
、
個
人
会
員
と
も
に
年
額
１
０
０
０
円
以
上

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・

赤
磐
市
観
光
協
会
事
務
局
（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　
☎（
９
５
５
）６
１
７
５
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大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
２
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署 

東
出

張
所
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
大
人
に
よ
る

防
犯
活
動
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
自
身
の
危
険
回
避
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
は

子
ど
も
た
ち
の
危
険
回
避
能
力

向
上
に
有
効
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
「
地
域
安
全
マ
ッ

プ
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
び
、

各
地
域
や
学
校
に
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
開
発

者
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
指
導

経
験
の
豊
富
な
立
正
大
学
の
小

宮
信
夫
教
授
を
お
招
き
し
、
大

人
向
け
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時
／
３
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

■
講
師
／
立
正
大
学
文
学
部
社

会
学
科　
小
宮
信
夫
教
授

■
内
容

•
講
話（
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
）

•
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
体

験
（
午
後
０
時
45
分
〜
４
時
）

■
受
講
人
数
／
50
人
程
度

※
講
話
の
み
の
受
講
可
。
講
話

の
受
講
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
22
日
㈮

■
そ
の
他
／
昼
食
は
各
自
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

く
ら
し
安
全
課

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

育
ち
や
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
」
体
制
づ
く

り
を
行
い
、
学
校
の
支
援
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
地
域
の
人
々
の

力
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

で
提
供
し
、
学
校
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。「
無
理
し
な
い

で
で
き
る
こ
と
」
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
資
格
や
免
許
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
代
表
的
な
支
援
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
各
学
校
で

特
徴
あ
る
支
援
内
容
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
代
表
的
な
支
援
内
容

〈
山
陽
東
小
学
校
・
山
陽
北
小
学
校
・

桜
が
丘
小
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

•
学
習
支
援
…
家
庭
科
の
実
技

補
助
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

•
環
境
整
備
支
援
…
草
刈
り
、

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど

•
活
動
支
援
…
昔
遊
び
な
ど

•
安
全
支
援
…
登
下
校
の
見
守
り・

校
外
学
習
の
付
き
添
い
な
ど

〈
赤
坂
中
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

•
学
習
支
援

•
読
み
聞
か
せ

•
環
境
整
備

•
登
下
校
見
守
り

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
山
陽
東
小
学
校
（
担
当
／
豊
福
）

　
☎（
９
５
５
）１
９
１
１

•
山
陽
北
小
学
校
（
担
当
／
有
馬
）

　
☎（
９
５
５
）２
８
５
８

•
桜
が
丘
小
学
校
（
担
当
／
高
坂
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
５

•
赤
坂
中
学
校
（
担
当
／
大
隅
）

　
☎（
９
５
７
）３
０
１
４

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

イ
ン
ド
の
家
庭
料
理
を
通
じ
た

交
流
を
行
い
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館
１
階 

調

理
研
修
室

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷農林課…………………☎ 955-6174

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷中央図書館……………☎ 955-0076

　▷熊山図書館……………☎ 995-1273

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

危
険
を
予
測
し
て
回
避
！

地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
講
習
会

●
募
集

平
成
25
年
度

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集

お
い
し
い
国
際
交
流

「
イ
ン
ド
料
理
」参
加
者
募
集

広報あかいわ（平成25年2月号） 6
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ダ
ー
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政
情
報
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ー
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●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、毎月第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー（ユニバーサル映画上映会「千の風になって」） 16日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（子ども向け民話の語り） 17日㈰ 午後2時～2時30分

●ブックんのおはなしかい 2日㈯・16日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 13日㈬・27日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム 12日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや 16日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 8日㈮ 午前11時～11時45分
●おはなし会 9日㈯・23日㈯ 午前11時～11時45分

●無料観望会　2日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内2 E V E N T  G U I D E  O N  F E B R U A R Y

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

■
講
師
／
ラ
ム
さ
ん

■
内
容
／
イ
ン
ド
料
理
（
タ
ン

ド
リ
ー
チ
キ
ン
な
ど
）

■
受
講
人
数
／
25
人

■
申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

■
参
加
費
用

•
会
員
…
無
料

•
会
員
以
外
…
３
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

秘
書
企
画
課

　

５
月
１
日
採
用
予
定
の
臨
時

栄
養
士
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
資
格
／
栄
養
士
免
許
、
普
通

運
転
免
許
保
持
者

■
募
集
人
員
／
１
人

■
雇
用
場
所
／
市
内
の
支
所

■
賃
金
／
日
給
９
５
０
０
円

■
採
用
予
定
日
／
５
月
１
日
㈬

■
申
込
書
類
／
履
歴
書
、
栄
養
士

免
許
証
の
写
し

■
申
込
期
間
／
２
月
４
日
㈪
〜
28

日
㈭
（
郵
送
の
場
合
は
２
月

28
日
必
着
）

■
選
考
基
準
／
面
接
に
よ
る
（
３

月
上
旬
の
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
本
庁
健
康
増
進
課

　
〒
７
０
９︲

０
８
９
８

　
赤
磐
市
下
市
３
４
４

　

全
国
子
ど
も
会
安
全
会
は
、

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。

　
「
子
ど
も
会
活
動
中
」
の
事
故

で
生
じ
た
負
傷
・
疾
病
・
後
遺

障
害
・
死
亡
・
賠
償
責
任
を
保

障
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
分
の
加
入
に
つ

い
て
募
集
し
ま
す
。

■
加
入
対
象
／
子
ど
も
会

■
会
費
／
一
人
あ
た
り
年
額
２

１
０
円
（
予
定
）

■
申
込
期
限
／
３
月
25
日
㈪（
以

降
、
随
時
加
入
受
付
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
有

害
鳥
獣
の
生
態
な
ど
を
学
び
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
24
日
㈰

■
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
兵
庫
県
立
大
学 

自
然
・
環
境

科
学
研
究
所　
阿
部　
豪　
特
任
助
教

■
演
題
／
「
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
対
策
と
集
落
で
実
践
可
能
な

捕
獲
手
法
の
導
入
に
向
け
て
」

■
申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

■
参
加
費
／
無
料　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

農
林
課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

　

高
齢
者
の
「
食
べ
る
こ
と
」

を
通
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
・

地
域
組
織
・
行
政
な
ど
が
手
を

携
え
高
齢
者
が
楽
し
く
健
康
で

長
生
き
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
２
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
〜
）

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

大
集
会
室

■
内
容
／
テ
ー
マ
…
高
齢
者
の

「
食
の
自
立
」
へ
の
支
援
〜

「
食
」
へ
の
関
心
を
高
め
、
健

康
で
長
生
き
し
よ
う
〜

〈
第
１
部
／
基
調
講
演
〉

▽
講
師
…
赤
磐
医
師
会
病
院　

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

●
お
知
ら
せ

高
齢
者
の「
食
」を
考
え
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

●
募
集

臨
時
職
員（
栄
養
士
）募
集

●
募
集

全
国
子
ど
も
会
安
全
会
の

加
入
募
集
に
つ
い
て

広報あかいわ（平成25年2月号）7



情報ボックス
INFORMATION BOX

情報ボックス
INFORMATION BOX

　「ほじょ犬（身体障害者補助犬）」は、目や耳や手足に障害のある人の生活をお手伝いす
る、「盲導犬」・「聴導犬」・「介助犬」のことです。
　「身体障害者補助犬法」に基づき認定された犬で、特別な訓練を受けています。障害の
ある人のパートナーであり、ペットではありません。
　また、ほじょ犬の同伴については、同法で、以下の場所で受け入れるよう義務づけられています。
ほじょ犬は身体に障害のある人の自立と社会参加に欠かせません。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

・国や地方公共団体などが管理する公共施設
・公共交通機関（電車、バス、タクシーなど）
・不特定多数の人が利用する民間施設
　　商業施設、飲食店、病院、ホテルなど
・事務所（職場）
　　国や地方公共団体などの事務所
　　従業員50人（3月末までは56人）以上の民間企業

＜問い合わせ先／本庁社会福祉課＞

ほじょ犬を知っていますか？

ほじょ犬マーク

柚
木
直
子　
内
科
医
長

〈
第
２
部
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

▽
テ
ー
マ
…
『「
食
べ
る
こ
と
」

を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で
長

生
き
し
よ
う
』

▽
座
長
…
岡
山
県
備
前
保
健
所

小
寺
良
成　
所
長

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

•
東
備
栄
養
改
善
協
議
会

　
石
原
明
子
さ
ん

•
和
気
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
大
森
径
代
さ
ん

•
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会　

西
川
和
宏
さ
ん

•
備
前
市
住
民
（
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

教
室
受
講
者
）
出
井
忠
義
さ
ん

■
定
員
／
２
５
０
人

■
申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
県
備
前
保
健
所

　
東
備
支
所
地
域
保
健
班

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
７
９

　

妊
娠
中
の
女
性
を
対
象
に
母

親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。
市
内

に
住
む
同
じ
仲
間
と
知
り
合
え

る
機
会
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

①
２
月
26
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
３
月
６
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
…
午
前
9
時
15
分
〜
）

■
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

■
持
参
品
／
母
子
健
康
手
帳

■
内
容

①
講
話
と
座
談
会
（
妊
娠
中
・

お
産
・
産
後
の
こ
と
な
ど
）

　
講
師
…
助
産
所
「
ま
み
・
み
ー

る
ー
む
」
杉
本
洋
子　
助
産
師

②
お
産
・
育
児
に
向
け
て
（
保

健
師
と
と
も
に
）

　

栄
養
に
つ
い
て
（
栄
養
士
の

指
導
と
試
食
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康
福

祉
課

■
日
時
／
２
月
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
／
熊
山
支
所
２
階 

第
１

会
議
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

●
お
知
ら
せ

母
親
学
級
開
催

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相

談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

秘
密
厳
守
、
相
談
料
無
料
で

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時
／
２
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
／
岡
山
県
立
図
書
館
２

階 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
岡
山
市

北
区
丸
の
内
２︲

６︲

30
）

■
相
談
事
項
／
法
務
局
で
取
り

扱
う
す
べ
て
の
事
務
に
関
す

る
も
の
（
例
…
土
地
・
建
物
・

会
社
・
法
人
な
ど
の
登
記
手

続
、土
地
の
境
界
問
題
、遺
言・

相
続
に
関
す
る
も
の
、
戸
籍

に
関
す
る
も
の
、
い
じ
め
・

Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
な
ど
の

人
権
問
題
に
関
す
る
も
の
な

ど
）

■
相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、

公
証
人
お
よ
び
人
権
擁
護
委

員 ●
お
知
ら
せ

｢

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所｣

開
設

広報あかいわ（平成25年2月号） 8
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受験種目 対象者 受付期間 試験日

幹部候補生

一般
技術

20歳以上26歳未満
※22歳未満の者は大卒（見込含む） 2/1～4/26

5/11～12

※5/12は飛行要員希望者のみ

歯科
薬剤

専門大卒(見込含む) ： 30歳未満者
薬剤 ： 26歳未満者
薬学修士取得者 ： 28歳未満者

2/1～4/26 5/11

予備自衛官補
一般 18歳以上34歳未満

1/9～4/3

8/1～9/30

4/12～15

※いずれか1日を指定技能 18歳以上で保有する技能に応じ
53～55歳未満の者

特定最低賃金（岡山県内） 時間額
《平成24年12月30日より発効》

耐火物製造業 815 円

鉄鋼業 829 円

電気機械器具等製造業 745 円

自動車・同付属品製造業 796 円

船舶製造・修理業, 舶用機関製造業 827 円

各種商品小売業 752 円
《平成25年2月14日より発効》

一般機械器具等製造業 809 円

岡山県最低賃金

●問い合わせ先／岡山労働局労働基準部賃金室 ☎086-225-2014

必ず
チェック

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）５
６
５
６

※
当
日
の
連
絡
先

　
☎
０
９
０（
８
２
４
６
）４
０
１
０

　

２
月
17
日
㈰
に
開
催
す
る
第

16
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
朗
読
会
出
演

者
の
関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
山
本
純
子
さ
ん
の

著
書
、
山
本
さ
ん
が
お
勧
め
す

る
新
川
和
江
さ
ん
、
大
橋
政
人

さ
ん
、
高
階
杞
一
さ
ん
の
著
書

な
ど
、
各
図
書
館
が
所
蔵
す
る

図
書
で
す
。

■
開
催
期
間
／
２
月
１
日
㈮
〜

28
日
㈭

■
場
所
／
中
央
図
書
館
、
熊
山

図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
〉

•
中
央
図
書
館
・
熊
山
図
書
館

〈
朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い
て
〉

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
と
き
、

地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
、
次
の
対
象
と
な
る
動
物

を
飼
っ
て
い
る
場
合
は
、
毎
年
、

飼
っ
て
い
る
場
所
と
頭
羽
数
に

つ
い
て
、
岡
山
県
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
は
、
頭
羽

数
に
関
係
な
く
、
１
頭
１
羽
で

も
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
動
物
／
牛
、
水

牛
、
馬
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、

豚
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ワ
ト
リ
、

ア
ヒ
ル
、
う
ず
ら
、
キ
ジ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
ダ

チ
ョ
ウ

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
８
６
７（
２
４
）３
８
８
０

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
25
年
度

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
幹
部
候
補
生
受
験
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

朗
読
会
関
連
図
書
紹
介

●
お
知
ら
せ

ニ
ワ
ト
リ
、ア
イ
ガ
モ
、ヤ
ギ

な
ど
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
内
容
〉

※
状
況
に
よ
り
、
試
験
日
が
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
幹
部
候
補
生
受
験
説
明
会
〉

■
日
時
／
２
月
９
日
㈯
、
３
月

16
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
…
午
前
９
時
30
分
〜
９

時
50
分
）

■
場
所
／
第
２
合
同
庁
舎
２
階

会
議
室
（
岡
山
市
北
区
下
石

井
１︲

４︲

１
）

■
対
象
者
／
自
衛
官
受
験
に
関

心
の
あ
る
人

■
問
い
合
わ
せ
先

•
防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/okayam

a/

●
募
集

自
衛
官
等
募
集
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ザ・コラム
The Column

●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康
　［ 

第
75
回 

］

健
康
増
進
課

●
み
ん
な
で
考
え
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
　［ 

第
20
回 

］

環
境
課

可燃ごみ

『紙類』は
分別しましたか？

『プラスチック製容器包装』
は分別しましたか？

『水分』は
切りましたか？

　
指
定
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
を
目

標
に
８
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
大
作
戦
、

今
回
は
今
ま
で
の
お
さ
ら
い
で
す
。

☆
８
月
号
　
大
作
戦
①

　
市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
増
加
と
施
設

の
老
朽
化
の
た
め
焼
却
能
力
が
限
界
に

達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
皆
さ
ん

に
も
減
量
の
お
願
い
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
生
ご
み
の
70
㌫
を
占

め
る
と
い
わ
れ
る
水
分
を
ギ
ュ
ッ
と
絞

る
こ
と
で
し
た
。

☆
10
月
号
　
大
作
戦
②

　
可
燃
ご
み
の
中
に
は
資
源
化
物
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
分

別
の
心
が
け
が
可
燃
ご
み
の
減
量
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
雑
が

み
な
ど
で
す
。
汚
れ
て
い
る
も
の
は
可

燃
ご
み
で
す
が
、
き
れ
い
な
も
の
は
、

資
源
化
物
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

☆
12
月
号
　
大
作
戦
③

　
可
燃
ご
み
で
か
な
り
の
割
合
を
占
め

て
い
る
の
が
雑
が
み
で
す
。
お
菓
子
・

食
料
品
な
ど
の
箱
や
包
装
紙
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

汚
れ
て
い
る
も
の
や
金
属
部
分
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
部
分
な
ど
紙
以
外
の
部
分
は

雑
が
み
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　
い
か
が
で
し
た
か
。
近
年
の
家
庭
ご

み
の
内
容
に
合
わ
せ
可
燃
ご
み
の
減
量

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
今
後
も
廃
棄

物
減
量
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
可
燃
ご
み
か
ら
資
源
化
物
へ
。
ご
み

袋
の
『
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
』
を
お
願
い
し

ま
す
。

可
燃
ご
み
の
減
量
大
作
戦
④

　
２
月
は
花
粉
が
飛
散
し
て
く
る
時
期

で
す
。
こ
の
時
期
に
的
確
な
花
粉
症
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

︻
花
粉
症
と
は
︼

　
現
在
、
日
本
人
の
約
25
㌫
が
花
粉
症

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
粉
症
と
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
植
物
の
花
粉
が
原
因
と
な
っ
て
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
を
お
こ
す
病
気
で
す
。

　
症
状
の
出
る
時
期
も
、
症
状
の
強
さ

も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
３
年

春
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
科
花
粉
飛
散
総
数

は
、九
州
と
四
国
の
一
部
地
域
を
除
き
、

平
年
の
１
２
０
〜
１
５
０
㌫
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
国
・
四
国
地
方
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
飛
散
予
測
は
２
月
中

旬
ご
ろ
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
（
２
０

１
２
年
12
月
現
在
）。

　

予
防
の
た
め
の
対
策
を
と
る
こ
と

で
、
花
粉
症
の
症
状
や
、
そ
れ
に
よ
る

生
活
の
質
の
低
下
を
軽
減
し
ま
し
ょ

う
。

︻
花
粉
症
対
策
︼

①
花
粉
情
報
に
注
意
す
る

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象

情
報
や
花
粉
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。
雨
の
後
、
天
気
が
急
に
回
復
し
て

晴
れ
、
南
風
が
吹
い
て
気
温
が
高
く
な

る
日
は
要
注
意
日
で
す
。

②
飛
散
の
多
い
と
き
は
、
窓
や
戸
を
閉

め
て
お
く

　
花
粉
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
防
い
で
い
る
つ
も
り
で
も
、
室
内

に
は
か
な
り
花
粉
が
侵
入
し
て
い
る
の

で
、
こ
ま
め
に
掃
除
機
な
ど
を
使
用
し

き
れ
い
な
室
内
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
花
粉
飛
散
の
多
い
と
き
は
外
出
時
に

マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ
を
使
う

　
マ
ス
ク
の
着
用
は
有
用
で
す
。
通
常

の
マ
ス
ク
に
湿
っ
た
ガ
ー
ゼ
を
挟
み
込

む
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

花
粉
症
時
期
に
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
使
用

の
人
は
、
メ
ガ
ネ
に
替
え
る
な
ど
花
粉

か
ら
目
を
守
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

④
服
装
に
気
を
つ
け
る

　
洋
服
に
は
花
粉
が
付
着
し
や
す
く
屋

内
な
ど
に
持
ち
込
み
や
す
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
の
で
、
服
装
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
帰
宅
時
は
、
衣

服
や
髪
を
よ
く
払
っ
て
か
ら
入
室
し
、

洗
顔
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
規
則
正
し
い
生
活
や

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と

を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

広報あかいわ（平成25年2月号）10
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図書館通信
LIBRARY NEWS

『千の風になって』（107分）
　天国へ旅立った最愛の肉親や友人に、残された人た
ちが切実な想いを込めてつづった手紙を、パーソナリテ
ィが朗読する番組「天国への手紙」。この番組を取材す
る雑誌記者の仕事を通じて、3家族のエピソードを描い
た作品です。日本語字幕付きのユニバーサル映画で、
聴覚に障害のある人もお楽しみいただけますので、ぜ
ひお越しください。
■日時　2月16日㈯　午後2時～
■場所　中央図書館 多目的ホール
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

きらり☆しあたー：ユニバーサル映画上映会

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間（2月18日～22日）
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。免許証、健康

保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■2月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『予約・リクエストサービス』
　探している資料が図書館に見当たらないとき、予約
やリクエストをすることができます。
◆「予約」…市内の図書館が所蔵している資料に対し

て行います。探している資料が貸し出し中のときに
予約すると、返却され次第連絡します。

◆「リクエスト」…市内の図書館が所蔵していない本
をご希望のときに行ってください。リクエストする
と、購入または岡山県立図書館や県内外の公共図
書館、大学図書館などからの借り受けにより、でき
る限りご希望の本を提供します。

※この予約・リクエストは、図書館カウンターや電話で
の受付のほか、次の方法でも利用できます。
⃝予約／パスワードを申し込み、インターネットか

ら予約
⃝リクエスト／図書館ホームページの「資料検索・

予約」のメニューから「赤磐市立図書館にない本
のリクエスト」を選び、そこから申し込み

※本と雑誌は併せて20冊まで、予約・リクエストする
ことができます。視聴覚資料は4点まで予約するこ
とができます。

図書館サービスのご紹介

　2月18日㈪から2月22日㈮まで、市内４図書館は蔵
書点検のため休館します。利用者の皆さんにはご迷
惑をおかけしますが、ご了承お願いします。
●本の返却は返却ポストをご利用ください。
※赤磐市立図書館以外の図書館で借りた本は入れな

いでください。
※紙芝居や大型絵本、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオなど視聴覚資

料は開館後カウンターへお願いします。
●インターネット予約は休館中も利用可能ですが、予約

受け付けおよび連絡は2月23日㈯以降になります。
※休館中は資料情報、貸出状況のデータ更新は行い

ませんのでご注意ください。

蔵書点検休館のお知らせ

おすすめ本
［児童書］
ルドルフとスノーホワイト
●斉藤　洋／作
●講談社／出版

今月の

［一般書］
からだに効く和の薬膳便利帳
●武　鈴子／著
●家の光協会／出版

［児童書］
はじめての編み物棒針編み
●寺西恵里子／作
●汐文社／出版

［一般書］
今考える親のためにできることできないこと
●和田　秀樹／著
●主婦の友社／出版一般書・児童書

お探しの資料が見つからな
いときは遠慮なくカウンター
職員にお声かけください。
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

第8回山陽公民館まつり
山陽公民館で活動しているグループが舞台発表や作
品展示で日ごろの学習成果を発表します。皆さんお誘
い合わせの上、ぜひお越しください。お待ちしていま
す。
■日時／3月2日㈯　午前9時30分～午後4時
　　　　展示発表、出店、茶席
　　　　3月3日㈰　午前9時～午後4時
　　　　展示発表、舞台発表、出店、茶席

第30回ブルーシャトーコンサート
『フラメンコギター＆フルートの奏でるプレミアムな調べ』
■日時／2月16日㈯　午後2時～3時
■出演／音楽ボランティアグループ「ロシータ」
■曲目／アルハンブラの思い出、禁じられた遊び、
　　　　ラ・クンパルシータ　ほか
■対象／乳幼児～一般　　■定員／100人
■入場料／無料　　■申し込み／不要

ドキドキ講座「自然観察会」
城山公園周辺で山野の鳥たちを観察してみよう！
■日時／2月16日㈯　午前9時～11時
■場所／城山公園　　■集合場所／吉井支所駐車場
■内容／山野の鳥の観察
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、タオル、水筒、双眼鏡　など
■申込開始日／2月4日㈪

ノルディックウォーク体験教室
2本のポールを使用して、誰でも手軽に始められるノル
ディックウォークを体験してみよう！
■日時／3月3日㈰　午前10時～正午
■場所／桜が丘周辺を散策します。
■集合場所／桜が丘いきいき交流センター 講座室2

■講師／岡山県ノルディック・ウォーク連盟公認指導員
■対象／一般（初心者歓迎）　　■定員／30人
■参加費／300円
■持ち物／運動のできる服装
■申込開始日／2月4日㈪

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この講座情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
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ウインナーの飾り切り教室（託児付）
子どもたちが大好きな動物から、ひまわりやチューリッ
プなどのかわいいお花までマスターしよう！ お弁当づ
くりがぜったい楽しくなります！
作る人も食べる人も、とっても楽しくなる飾り切りは、
ピザやパスタなどのトッピングとしても使え、食卓を楽
しく演出します！
■日時／3月15日㈮
　　　　午前の部…午前10時30分～午後0時30分
　　　　午後の部…午後1時30分～3時30分
　　　　※ご都合のよい方へご参加ください
■講師／飾り切り講師、アシスタント3人
■対象／一般　　■参加費／無料
■定員／午前の部・午後の部とも20人
■託児／300円（各部先着5人）
■申込開始日／2月1日㈮

バレンタインデー「チョコっとラブな手作りケーキ」
家族や友人に贈るチョコレートケーキを、心をこめて作
りませんか。
■日時／2月12日㈫　午後7時～10時
■講師／阿部　千枝子
■対象／一般　　■参加費／1,000円
■定員／15人
■内容／チョコレートを使って「ガトーショコラ」を作成
　　　　（1人1ホール）
■申込開始日／2月1日㈮

パソコン講座 （講座で使用する機種はvistaです）
［各コース共通］
■申込開始日／2月1日㈮
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）
■対象／一般　　■定員／各回10人

①写真を編集してみよう！
■日時／2月14日㈭　午前9時～午後4時30分
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

②知っておきたい！ 「パソコンのセキュリティ」
■日時／2月14日㈭　午後6時30分～9時30分
■受講料／1,000円（テキスト代別途）

③いまさら聞けない「エクセル２０１０の基礎」
■日時／2月26日㈫　午前9時～午後4時30分
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

④動画サイトを楽しもう！
■日時／2月26日㈫　午後6時30分～9時30分
■受講料／1,000円（テキスト代別途）

⑤テジカメ写真を活用しよう!
■日時／3月7日㈭　午前9時～正午
■受講料／1,000円（テキスト代別途）

⑥パソコン相談室
■日時／3月7日㈭　午後1時30分～7時30分
■受講料／無料

“ことばあそび”表現教室
ことばを使って表現することで自分を発見し、ことばの
魅力や自分の可能性に気づくあそびです。
■日時／2月16日㈯　午後1時～3時
■講師／武田　理恵（岡山県詩人協会会員）
■対象／幼児～小学生　　■定員／15人
■参加費／無料　　■申込開始日／2月1日㈮

2世代で人生設計を考えるセミナー
相続・遺産分割・生前贈与などに関する最新情報と“今
日からできる”具体的な対策方法を聞き、より豊かな生
活を実現しましょう。
■日時／2月23日㈯　午前10時～正午
■講師／ファイナンシャル・プランナー
■対象／一般　　■定員／40人
■参加費／無料　　■申込開始日／2月1日㈮

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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●赤磐市の人口 （平成25年1月1日現在）

人 　 口 44,959 人 （ －16 ）
男 　 性 21,522 人 （ －10 ）
女 　 性 23,437 人 （ － 6 ）
世 帯 数 17,388 世帯 （ ＋ 5 ）

※（　）は12月1日との差

●平成24年12月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成24年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1

（8）
0

（1）
0

（1）
0

（13）
1

（23）
8

（121）
68

（636）
8

（135）
19

（159）
103

（1051）
東出
張所

0

（2）
0

（1）
1

（1）
0

（2）
1

（6）
2

（40）
19

（222）
9

（66）
3

（48）
33

（376）

北出
張所

0

（2）
0

（2）
0

（1）
0

（3）
0

（8）
2

（24）
16

（159）
7

（49）
1

（10）
26

（242）

計 1
（12）

0
（4）

1
（3）

0
（18）

2
（37）

12
（185）

103
（1017）

24
（250）

23
（217）

162
（1669）

●平成24年12月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
24年12月中 114 27 0 1 37 87 
23年12月中 121 28 2 7 31 93 
増        減 -7 -1 -2 -6 6 -6 

24年12月末 1,151 339 0 25 427 812 
23年12月末 1,137 323 5 34 409 814 
増        減 14 16 -5 -9 18 -2 

●今月の交通標語 「 交差てん よく見てわたろう 右左 」

●2月の保険料を期限内に納めましょう
介 護 保 険 料 9 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 8 期

※期限は2月28日まで

●2月の休日当番医（窓口受付 9：00～17：00）

2月3日㈰ 森医院 ☎957-2400

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎952-1166

10日㈰ 赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

吉井医院 ☎955-5515

11日㈪ 近藤内科 ☎953-1610

片山医院 ☎086-229-2166

17日㈰ うえおか内科医院 ☎952-5665

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

24日㈰ うえの内科小児科医院 ☎956-0505

間阪内科 ☎952-1717

※■は、㈳赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については1月4日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます。）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】

月曜日～木曜日（祝日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

2月5日㈫
13:30～15:30

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川進太郎

2月1日㈮、3月1日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
鶴身　由美

2月20日㈬
10:00～15:00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

【なやみごと（人権）相談】
相談員／人権擁護委員

【行政相談】
相談員／行政相談委員

2月1日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

2月13日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

2月20日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

2月20日㈬
13:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による電話相談と
して受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
赤磐市グラウンド・ゴルフ場
　充実した管理は県内でも屈指。県内外から多数の
皆さんにご利用いただ
いています。グラウン
ド・ゴルフは子どもから
お年寄りまで楽しめま
す。ぜひご利用くださ
い。クラブ、ボールの無
料貸出もあります。
■利用料金
　◇当日券…市内300円／市外500円 
　◇年間利用券…市内10,000円／市外15,000円
■利用料金
　◇4月～9月…8：30～18：30 
　◇10月～3月…8：30～16：30

■休業日　毎週月曜日、12/29～1/3
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●2月の検診・定期救急講習など
1 金

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日

4 月 ㊡山陽郷土資料館

5 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

6 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

7 木

8 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9：45～10：30

★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日  ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

12 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

13 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

14 木

15 金

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12：45～13：15 

20 水
⃝2歳6か月児歯科健診(山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木 ⃝乳児健診・育児相談（吉井保健センター） 受付12：45～13：15

22 金

23 土  ㊡桜が丘出張所

24 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

25 月 ㊡山陽郷土資料館 ★交通安全日

26 火 ⃝母親学級（赤坂健康管理センター） 受付9：15～9：30

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

28 木

●2月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G

海洋センター
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル

ー

ム

屋内プール
10:00

▼
12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

プールは11月から3月
までお休みします。

1 金 ★ ◯ ◯

2 土 ◯ ◯ ◯

3 日 ◯ ◯

4 月 休館日 休館日

5 火 ◯ ◯ 休館日

6 水 ◯ ◯

7 木 ◯ ◯

8 金 ★ ◯ ◯

9 土 ◯ ◯ ◯

10 日 ★ ◯ ◯

11 月 ◯ ◯

12 火 休館日 休館日

13 水 ◯ ◯ 休館日

14 木 ◯ ◯

15 金 ★ ◯ ◯

16 土 ◯ ◯ ◯

17 日 ◯ ◯

18 月 休館日 休館日

19 火 ◯ ◯ 休館日

20 水 ◯ ◯

21 木 ◯ ◯

22 金 ★ ◯ ◯

23 土 ◯ ◯ ◯

24 日 ★ ◯ ◯

25 月 休館日 休館日

26 火 ◯ ◯ 休館日

27 水 ◯ ◯

28 木 ◯ ◯
○屋内プール一般開放　★トレーニングルーム初心者講習実施日

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDAR

情
報
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ッ
ク
ス

コ
ラ
ム
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民
館
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レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

ス
ポ
ー
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円　
　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　［プール］ 11月から3月まではお休みします。　
　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
を
し
て
い
る
人

②
不
動
産
収
入
が
あ
る
人

③
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

④
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

⑤
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑥
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

⑦
公
的
年
金
等
収
入
以
外
に
他
の

所
得
が
あ
る
人
※

⑧
公
的
年
金
等
収
入
だ
け
で
公
的
年

金
等
に
関
す
る
所
得
の
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
※

⑨
前
記
の
所
得
な
ど
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

平
成
24
年
分
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成
24
年
中
に
住
宅
の
新
築
や

購
入
・
増
改
築
な
ど
を
行
っ
た
人

で
、一
定
の
要
件（
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
要
件
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、
還
付
（
返
金
）
を
受
け
る

た
め
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
な
ど
は
収
支
計
算

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
な
ど
の

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
山
林

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
の

総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容

を
記
載
し
た
「
収
支
内
訳
書
」
を

申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
等
収
入
が
４
０
０
万

円
ま
で
で
、
他
に
20
万
円
以
下

の
所
得
し
か
な
い
人
は
申
告
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
還
付
（
返

金
）
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

申
告
は
自
書
申
告
で

　

申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
提

出
す
る
『
自
書
申
告
』
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
普
段
か

ら
ご
利
用
の
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」が
便
利
で
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
作

成
で
き
た
人
は
、
本
庁
の
申
告
会

場
の
受
付
に
あ
る
「
申
告
書
収
受

ポ
ス
ト
」に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
郵
送
で
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
告
書
に

記
入
し
、
所
得
や
控
除
の
証
明
と

な
る
必
要
資
料
を
添
付
し
て
、
瀬

戸
税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

２
月
18
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

所得税
確定申告

瀬戸税務署
岡山市東区瀬戸町瀬戸70

☎086-952-1155

申告が必要かどうか、まずは確認！
平成25年1月1日現在
赤磐市に住んでいる

平成24年中に
収入があった

はい いいえ

赤磐市に市県民税の申告を
する必要はありません
　平成25年1月1日に住んでいた
市区町村へ相談してください。

市県民税の申告が必要な
場合があります
　詳しくは17ページ「国民健康保
険税などの申告について」をご覧く
ださい。平成24年にサラリー

マンかパートだった

年金をもらっている

所得税の確定申告をしてください

市県民税の申告が必要です
　ただし年金収入が400万円を超
えている、または20万円を超える
所得がある場合は、所得税の確定
申告をしてください。

サラリーマン・パートの人にお尋ねします

平成24年分の給与の
年末調整が済んでいる

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

給与を２カ所以上から
もらっている

勤務先から赤磐市へ
「給与支払報告書」が

提出されている

市県民税の申告をする
必要はありません

所得税の確定申告を
してください
　所得税の確定申告をす
れば、市県民税の申告は
不要です。

市県民税の申告が
必要です
　ただし、給与以外の年
間所得が20万円を超え
る人は所得税の確定申告
をしてください。

所得税の確定申告を
してください
　所得税の確定申告をす
れば、市県民税の申告は
不要です。

市県民税の申告が
必要です

　ただし上記の「確定申告が必要な人」に当ては
まらない人は市県民税の申告が必要です。
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に
未
申
告
の
人
が
い
た
場
合
に

は
、
軽
減
の
判
定
が
で
き
な
い
た

め
、
減
額
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
を
し

な
い
と
年
金
受
給
、
保
育
園
入
所

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
や
所
得
証
明

書
な
ど
の
発
行
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
の
な
い
人
も
「
所
得
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
配
布

　

市
県
民
税
の
申
告
は
、
今
年
１

月
１
日
に
赤
磐
市
に
住
ん
で
い
る

人
が
対
象
で
す
。
16
㌻
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

赤
磐
市
は
２
月
上
旬
に
、
昨
年

市
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
な
ど

へ
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
２
月
18
日
㈪
か
ら
３
月

15
日
㈮
（
土
・
日
を
除
く
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
）
に
受
け
付
け

ま
す
。
各
会
場
の
受
付
日
時
は
18

㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

市県民税
申　　告

赤磐市税務課
赤磐市下市344

☎955-0951

険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

か
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
い
る
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
の
た
め
、
所

得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
収
入

が
公
的
年
金
だ
け
の
高
齢
者
な
ど

で
、
便
宜
上
申
告
の
代
わ
り
に
、

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
市
へ
送

付
さ
れ
る
年
金
資
料
を
も
と
に
課

税
さ
れ
る
場
合
を
除
き
ま
す
）。 

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
が

一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
世
帯
主
や
国
保
加
入
者

◯印鑑（スタンプ式は不可）
◯申告書が送られている人はその申告書
◯給与、雑所得（公的年金や個人掛けの定期年金な

ど）、一時所得（生命保険や損害保険の満期など）、配
当所得などがある人は、源泉徴収票や支払調書の原
本（コピー不可）

◯社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・後
期高齢者医療保険料・任意継続の社会保険料・介護保
険料などの領収書か、支払った金額の分かるもの。ま
た、国民年金保険料については、保険料を支払ったこ
とを証明する書類（日本年金機構から事前に送付さ
れる「国民年金保険料控除証明書」 または、保険料
の領収証書）

◯生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支
払保険料の証明書

◯医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収
書、保険などで補てんされた金額があればその明細
書、寝たきりの人などのおむつ使用証明書など （支
払った医療費や補てん額については、必ず事前に計
算してください）

◯障害者控除を受ける人は、身体障害者手帳や療育手
帳など

◯寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証など
◯「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄

本、売買契約書の写し、住民票の写し、増改築等工事
証明書、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証
明書など

◇税の還付を受ける人は、申告する本人の預金口座の
分かるもの

申告に必要なもの

申告会場へ出かける前に

医療費控除額の計算
●総所得金額等が200万円以上の人
　医療費控除額 ＝１年間に支払った医療費 － 保険金など

で補てんされる金額 －10万円

●総所得金額等が200万円未満の人
　医療費控除額 ＝１年間に支払った医療費 － 保険金など

で補てんされる金額 －（総所得金額等×５㌫）

　次の項目に該当する確定申告は瀬戸税務署で申告
を行ってください。市役所税務課や支所などの会場で
は相談を受けられません。注意してください。

土地建物・株式などの譲渡所得、先物取引による所
得、営業所得、不動産所得、住宅借入金等特別控
除、青色申告、そのほか瀬戸税務署から別に案内
のあったもの

　申告期間中は会場が大変込み合います。待ち時間短
縮のため、次のことに協力してください。

◇収支内訳書は事前に記
入する

◇医療費控除の申告は、
医療費と高額療養費や
入院給付金などで補て
んされた金額を事前に
集計しておく
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 ■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　場
2/18 ㈪ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（2階大会議室）

19 ㈫ 和田・穂崎
20 ㈬ 長尾・立川
21 ㈭ 河本・下市
22 ㈮ 熊崎・南方・斎富
25 ㈪ 沼田・中島
26 ㈫ 日古木・二井・高屋
27 ㈬ 上市・正崎・五日市
28 ㈭ 尾谷・津崎・神田

3/ 1 ㈮ 鴨前・西中・斗有
4 ㈪ 下仁保・上仁保
5 ㈫ 山陽１・２丁目
6 ㈬ 山陽３・４丁目
7 ㈭ 山陽５・６・７丁目
8 ㈮ 山陽1～７丁目

11 ㈪

山陽全地区
（桜が丘西を除く）

12 ㈫
13 ㈬
14 ㈭
15 ㈮

 ■ 熊山会場 および 桜が丘会場
月　日 対象地区 会　場
2/18 ㈪ 沢原・佐古

くまやまふれあい
センター

19 ㈫ 殿谷・岡・酌田
20 ㈬ 円光寺・吉原
21 ㈭ 河田原・釣井・徳富・小瀬木
22 ㈮ 松木・勢力
25 ㈪ 千躰・奥吉原
26 ㈫ 小野田・豊田全域
27 ㈬ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

28 ㈭ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
3/ 1 ㈮ 桜が丘東１・２丁目

4 ㈪ 桜が丘東３・４丁目
5 ㈫ 桜が丘東５・６丁目
6 ㈬ 可真・桜が丘東全域
7 ㈭ 桜が丘西１･２・３丁目
8 ㈮ 桜が丘西４・５丁目

11 ㈪ 桜が丘西６・７丁目
12 ㈫ 桜が丘西８・９・10丁目
13 ㈬ 桜が丘西全域
14 ㈭

熊山・桜が丘全地区
15 ㈮

 ■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　場
2/18 ㈪ 出屋･小原･奥小原･小原上

笹岡公民館19 ㈫ 坂辺・下分
20 ㈬ 惣分･大屋･大屋下･山手
21 ㈭ 町苅田

赤坂支所
（2階大会議室）

22 ㈮ 大苅田
25 ㈪ 東窪田
26 ㈫ 西窪田
27 ㈬ 由津里
28 ㈭ 山口

3/ 1 ㈮ 西軽部
4 ㈪ 東軽部
5 ㈫ 南佐古田･北佐古田･今井
6 ㈬ 多賀
7 ㈭

赤坂全地区

8 ㈮
11 ㈪
12 ㈫
13 ㈬
14 ㈭
15 ㈮

 ■ 吉井会場
月　日 対象地区 会　場
2/18 ㈪ 塩木・平山・仁堀東

仁美農村
振興センター

19 ㈫ 仁堀中
20 ㈬ 仁堀西
21 ㈭ 戸津野・中勢実
22 ㈮ 小鎌中･小鎌上･西勢実
25 ㈪ 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
26 ㈫ 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉井支所
（2階会議室）

27 ㈬ 稲蒔･高田･光木
28 ㈭ 黒本

3/ 1 ㈮ 黒沢
4 ㈪ 滝山・中山
5 ㈫ 是里全域
6 ㈬ 河原屋・草生
7 ㈭ 周匝（中之町・下之町）
8 ㈮ 周匝（中之町･下之町以外）

11 ㈪ 中村
12 ㈫ 福田
13 ㈬

吉井全地区14 ㈭
15 ㈮

《申告相談受付時間》午前 9 時～午後 4 時

申 告 相 談 日 程 表
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医療機関名 住　　　所 電　　話 予約

赤磐市

あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251 要
うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505 要
おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812 要
梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750 要
小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344 要
桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025 要
山陽クリニック 上市141-1 955-7111 要
戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121 要
ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110 要
マスカット整形外科医院 穂崎851-1 229-2611 要
三島内科医院 西中783-1 955-5311 要
山本クリニック 五日市245-4 955-8868 要
吉井医院 山陽1-4-6 955-5515 要
越宗医院 西窪田523-1 957-3035 要
桜井内科 山口160-3 957-3012 要
道満医院 町苅田920 957-2111 要
戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057 要
森医院 惣分28 957-2400 要
赤磐市立赤磐市民病院 松木633-1 995-1251 要
景山医院 河田原1-4 995-2299 要
さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720 要
赤磐市国民健康保険 是里診療所 是里3121-1 954-0183 要
赤磐市国民健康保険 佐伯北診療所 塩木14 954-2032 要
米井医院 周匝1452-1 954-0550 要

岡山市東区
瀬戸町

粟井内科医院 万富622-1 953-0617 要
石原医院 瀬戸77 952-0162 要
岩藤胃腸科・外科・歯科クリニック 沖343 952-1166 要
近藤内科 宗堂597 953-1610 要
鈴木医院 光明谷210-2 952-0205 要
岡山東部脳神経外科 東備クリニック 光明谷203-1 952-5252 不要
長島病院 瀬戸40-1 952-1355 要
間阪内科 瀬戸185-2 952-1717 要
吉井外科医院 沖210 952-3331 要

　

肺
炎
は
平
成
24
年
に
脳
血
管
疾

患
と
入
れ
か
わ
り
、
日
本
人
の
死

因
第
3
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
薬
が
効
か
な
い
耐
性
菌

が
増
え
て
き
て
お
り
、
予
防
接
種

に
よ
る
予
防
が
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
赤
磐
市
で
は
高
齢
者
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
対
象
者
／
赤
磐
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
①
満
75
歳
以

上
の
人 

②
満
60
歳
以
上
75
歳
未

満
の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
や
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ
る
人

■
持
参
品
／
住
所
、
年
齢
の
確
認

が
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

※
対
象
者
②
の
人
に
つ
い
て
は
、

疾
病
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
な
ど
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

■
補
助
金
額
／
３
０
０
０
円

※
差
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
回
数
／
生
涯
で
１
回
の
み

■
委
託
医
療
機
関
／
市
が
委
託
し

て
い
る
医
療
機
関
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

※
表
の
医
療
機
関
で
し
か
補
助
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】　　

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

◦
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
９
３

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
４

高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
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着銅遺跡現地説明会を開催しました 受賞おめでとう！ 「明るい家庭づくり」作文

●問い合わせ先／赤磐市選挙管理委員会事務局 ☎955-4782

◆告 示 日／3月17日㈰　

◆投 票 日／3月24日㈰

◆投票時間／午前7時～午後6時

3月24日日
投票!!

赤 磐 市 長 選 挙
赤磐市議会議員選挙
〜 選びます 市の未来を託す人 〜

　12 月１日、赤磐市長尾
で発掘調査が行われている
着
ちゃくどう

銅遺
い せ き

跡の現地説明会が開
催されました。歴史ファン
や市民など 65 人が参加し、
参加者は担当者の説明に熱
心に耳を傾け、古代に思い
をはせていました。
　この発掘調査は、開発事
業の事前調査として 10 月
初旬から 3 カ月間実施され
たもので、古墳時代（約
1500 年前）の住居などの生
活の跡が見つかりました。
　遺跡からは須

す え き

恵器や土
は じ き

師器という当時使われていた土
器が出土していて、説明会の参加者は本物の土器を間近
に見て、古代人の技術の高さに感心していました。
　今回の発掘調査成果により、この地域の古墳時代の歴
史像がより明らかになることと思われます。
■問い合わせ先
・教育委員会社会教育課文化財班　☎ 955-0710

　岡山県青少年育成県民会議主催の平成 24 年度「明るい
家庭づくり」作文に応募した、児童・生徒・保護者の作
文について審査が行われ、次の皆さんが入賞しました。（順
不同）
■優秀賞　
＜保護者＞　
　近藤　梨江（笹岡保育園）／南部　理絵（佐伯北保育園）
■優良賞　
　下村　祐太（山陽北小１年）／馬場あさひ（山陽北小４年）
　楢嵜　秀都（赤坂中１年）／杉本　莞爾（桜が丘中２年）
＜保護者＞　
　山岡　妙子（石相保育園）／大智　りえ（桜が丘幼稚園）
■佳作賞　
　越宗　颯人（石相小２年）／高本真奈美（山陽西小３年）
　光川　愛純（軽部小５年）／岸本　宗虎（山陽小６年）
　小倉　和也（高陽中３年）
＜保護者＞　
　石原　弓枝（周匝保育園）
■問い合わせ先
・教育委員会社会教育課　☎ 955-0783
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赤磐市営住宅公募のご案内国民健康保険・後期高齢者医療保険の
還付などに関する不審電話にご注意ください

下水道供用開始のお知らせ

原動機付自転車・軽自動車などの
手続きはお済みですか？

不妊治療支援事業・不育等治療支援事業のご案内

　医療費の還付があるなどとして、現金自動預払機（Ａ
ＴＭ）を操作させようとしたり、治療用装具などの商品
を案内したりといった内容の不審電話が県内で発生して
います。
市役所などの公的機関が、
◇医療費の還付の際に、ＡＴＭの操作を指示したり、フ

リーダイヤルへの連絡をお願いしたりすることはあり
ません。

◇治療のための商品をご案内することはありません。
　もし、不審な電話などがありましたら、指示に従うこ
となく、まずお問い合わせください。
■問い合わせ先
・本庁市民課国保年金班　☎ 955-1113

　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課税され、
その課税地は軽自動車などを常時置いている市町村と
なっています（乗用型農業用機械も税の対象になります）。
次の事項に該当する場合は、3 月 31 日までに変更などの
手続きを行ってください。
◇所有者・車両とも赤磐市から転出している場合 → 新

住所地へ登録変更
◇他人に譲渡したが、名義変更の手続きができていない

場合 → 新所有者へ名義変更
◇死亡した人の名義のままになっている場合 → 新所有

者へ名義変更
◇すでに使用していない場合 → 廃車申告
■問い合わせ先
・本庁税務課市民税班　☎ 955-0951
・赤坂支所市民生活課　☎ 957-2226
・熊山支所市民生活課　☎ 995-1214
・吉井支所市民生活課　☎ 954-1183

■募集団地
　▶団地名／福田（福田 320）
　▶戸数／ 2 戸　　▶規格／ 3DK
　▶家賃月額（入居時）／ 13,100 円～ 19,900 円
■募集期間　2 月 1 日㈮～ 14 日㈭
■申込方法　入居申し込みは本人または家族の人が吉井

支所産業建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市計画課または各支所産

業建設課へお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先
・吉井支所産業建設課　☎ 954-1366
■問い合わせ先
・本庁都市計画課　☎ 955-1485
・赤坂支所産業建設課　☎ 957-4824
・熊山支所産業建設課　☎ 995-1217

　山陽地域で新たに下水道が使用できる地区をお知らせ
します。
■供用開始年月日　２月１日㈮
■供用開始区域　正崎地区の一部
　供用開始が告示された区域では、赤磐市排水設備指定
工事店に依頼して、速やかに下水道接続を行うようご協
力をお願いします。
■問い合わせ先
・本庁上下水道課　☎ 955-2743

　赤磐市では、不妊治療、不育等治療のうち、医療保険
が適用されない治療について、経済的な負担の軽減を図
るため医療費の一部の助成を行っています。
　今年度中に治療の支払いが終了する人は、今年 3 月末
までに申請に必要な書類を添えて窓口に提出してくださ
い。
　ただし、3 月 15 日から 3 月 31 日までに支払いを終了し
た場合は、4 月 25 日までに申請することができます。
　詳しくは、お問い合わせください。
■問い合わせ先
・本庁健康増進課　☎ 955-1117
・赤坂支所健康福祉課　☎ 957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎ 995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎ 954-1374
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マスコット
キャラクター

団吉

　

11
月
29
日
か
ら
30
日
に
長

崎
市
で「
第
53
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
」が

開
催
さ
れ
、赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
が
、永
年
に
わ
た

り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

尽
力
し
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
功
績
を
讃
え
ら
れ
、『
全
国

優
良
団
体
表
彰
』
を
受
け
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
現
在
、大
﨑
陽
二
委
員
長

を
含
む
20
人
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
実
技
指
導

を
中
心
に
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、小
学
生
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
市
が
主
催
す
る
行
事
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
団
体
か
ら
依

頼
の
あ
っ
た
行
事
な
ど

で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
は
、
市
民

の
身
近
な
存
在
と
し
て

日
々
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ドッジボール教室での活動風景

表彰状

女性
消防団員
歓迎!!

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

全
国
優
良
団
体
表
彰
受
賞

　

消
防
団
は
、
そ

れ
ぞ
れ
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、
「
自

分
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と

い
う
精
神
に
基
づ

き
、
地
域
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
る
消
防
機
関
の
一
つ

で
す
。
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
活
動
、

警
戒
巡
視
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な

く
、
平
時
で
も
訓
練
、
防
火
指
導
、
広
報
活
動

な
ど
防
災
力
の
向
上
や
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
に
は
、
火
災
予
防
や
地
域
防

災
な
ど
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
主
に
、
消
防
団

が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
災
害
時
の
後
方

支
援
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

■
募
集
人
員
・
資
格

◦
消
防
団
は
市
内
４
方
面
隊
の
分
団
各
部
に
よ

る
構
成
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
定
数
に

欠
員
が
生
じ
た
ら
、
そ
の
数
が
募
集
人
員
数

と
な
り
ま
す
。
入
団
希
望
に
よ
り
該
当
の
分

団
各
部
と
協
議
調
整
を
行
い
、
入
団
と
な
る

こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◦
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
る
18

歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
（
た
だ
し
、
任
命
権

者
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
）

◦
健
康
で
防
災
意
欲
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の

旺
盛
な
人

■
募
集
締
め
切
り

　

２
月
28
日
㈭
ま
で

■
消
防
団
員
の
処
遇

◦
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

◦
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
し
ま
す
。

◦
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
表
彰
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
消
防
本
部 

消
防
総
務
課
消
防
団
係

　

☎（
９
５
５
）２
２
４
５

　

【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

赤
磐
市
消
防
団
員
募
集
!! 

〈
４
月
採
用
予
定
〉
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（山陽ふれあい公園内） ▶ ☎955-4432／FAX 955-0507

結　
果

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
水
曜
日
に

15
分
以
上
運
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
「
熊
山
ホ

ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
毎
週
水

曜
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
、
熊
山

運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
、
現
在

小
学
生
27
人
、
指
導
者
５
人
の
ホ

ッ
ケ
ー
好
き
が
集
ま
り
、
明
る
く

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
技
術
だ

け
で
な
く
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
を
大

切
に
し
、
ま
た
、
良
い
環
境
で
練

習
で
き
る
こ
と
に
感
謝
を
し
て
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望
す

る
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内
容
・

場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２

熊山ホッケークラブ

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
⑦

　チャレンジデー参戦は、いよいよ4年目。
　赤磐市は今年も挑戦します。
　この日午後9時までの時間に、赤磐市内で15分以上
体を動かせばＯＫ！ 一人でも多くの人にエントリーいた
だき、あなたの健康と赤磐市の勝利のために、ぜひご
参加ください。
　2月下旬には、今年の対戦
自治体が決定します。
　昨年と同じく、赤磐市民一
丸となって、勝利しましょう。

今年もやります！ 5月29日㈬開催

チャレンジデー

赤
磐
市
長
杯
第
５
回
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日
／
11
月
26
日

■
場
所
／
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場

■
参
加
者
／
２
２
９
人

■
結
果
〈
※
（　

）
は
打
数
／
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
数
〔
16
ホ
ー
ル
〕〉

◦
優　

勝
／
金
田
弘
子
（
25
／
３
）

◦
準
優
勝
／
小
嶋
舟
三
（
33
／
２
）

◦
第
３
位
／
林　

せ
つ
（
33
／
１
）

◦
第
４
位
／
杉
能
文
正
（
35
／
１
）

◦
第
５
位
／
津
田
里
文
（
35
／
１
）

◦
第
６
位
／
酒
井
秀
芳
（
36
／
１
）

◦
第
７
位
／
小
坂
晴
俊
（
36
／
１
）

◦
第
８
位
／
橋
本
美
代
花
（
37
／
１
）

◦
第
９
位
／
岩
藤
好
子
（
37
／
１
）

◦
第
10
位
／
下
山　

孝
（
37
／
１
）

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

年
間
利
用
会
員
月
例
会
２
０
１
２

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

年
間
利
用
券
購
入
者
を
対
象
に

月
例
会
（
現
在
ま
で
６
回
延
べ
７

９
０
人
参
加
）
を
実
施
し
、
12
月

19
日
に
そ
の
上
位
成
績
者
（
30
人
）

に
よ
る
年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
結
果
〈
※
（　

）
は
打
数
／
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
数
〔
32
ホ
ー
ル
〕〉

◦
優　

勝
／
高
橋　

実
（
65
／
３
）

◦
準
優
勝
／
津
田
里
文
（
67
／
３
）

◦
第
３
位
／
行
本
正
彦
（
69
／
３
）

◦
第
４
位
／
吉
岡　

進
（
73
／
３
）

◦
第
５
位
／
筬
島
哲
也
（
74
／
１
）

◦
第
６
位
／
砂
田
泰
子
（
75
／
３
）

　

皆
さ
ん
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
年
間
利
用
会
員
に
な
っ
て
月

例
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

月
例
会
は
偶
数
月
の
第
３
月
曜

日
（
12
月
は
第
２
月
曜
日
）
に
実

施
の
予
定
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
利
用
料
金
〉

■
年
間
利
用
券

・
市
内
の
人
…
１
万
円

・
市
外
の
人
…
１
万
５
０
０
０
円

※
購
入
し
た
日
か
ら
１
年
間
有
効

■
１
日
利
用
券

・
市
内
の
人
…
３
０
０
円

・
市
外
の
人
…
５
０
０
円

※
初
心
者
も
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き

ま
す
（
無
料
貸
し
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー

ル
あ
り
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

第
１
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
長
杯

■
開
催
日
／
12
月
15
日

■
場
所
／
赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

■
結
果

◦
優　

勝
／
西
崎
晴
夫
・
北
野
弘

美
組

◦
準
優
勝
／
山
本
教
喜
・
金
田
弘

子
組

◦
第
３
位
／
北
野
博
史
・
延
谷
洋

子
組
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　11月27日、赤磐地区保護司会第3期研修会で、平成24
年度保護司および内助功労受賞者の伝達がありました。
　保護司とは、犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で
支えるボランティアです。保護司法に基づき、法務大臣か
ら委嘱を受けて、保護観察や犯罪予防などの活動を行っ
ています。
　この表彰は、多年にわたり更生保護の活動に貢献をし
ていることに対し行われたものです。
　受賞者、受賞団体は次のとおりです。〔敬称略〕

【法務大臣表彰】矢部武
【更生保護法人全国保護司連盟理事長表彰】
　井上和也、西岡康雄

【中国地方保護司連盟会長表彰】岡本清、黒崎明
【岡山保護観察所長表彰】吉永佳子、髙見旭司
【岡山県保護司会連合会会長表彰】
　白石悦男、和氣孝太郎

【岡山保護観察所長感謝状】
　赤磐地区更生保護女性会

受賞おめでとうございます
保護司および内助功労受賞者

　12月8日、第63回人権週間の行事として、赤坂健康管
理センターで、人権を考えるつどいを開催しました。
　地元赤坂公民館グループのリリーバイオレットのモダン
ダンスを皮切りに、人権作文・標語の表彰の後、歌手・米
良美一さんの講演会がありました。先天性骨形成不全
症という難病と闘いながら、人との出会いにより、ありのま
まの自分を受け入れ、他人も思いやる心が持てるように
なってきた体験談をユーモアを含めて話されました。
　参加した約300人は、人生は自分の考え方次第で、物
事や人生が良い方向に進んでいくことを学ぶことができ
ました。

ありのままの自分を受け入れ、人生を変える
人権を考えるつどい

　12月4日、軽部小学校で、人権の花運動感謝状贈呈
式が行われました。
　これは、春の種まきから取り組み、命の大切さなどの人
権を尊重する心を育んできた児童に対し、岡山人権啓
発活動地域ネットワーク協議会から感謝状が贈られたも
のです。
　子どもたちは、思いやりの心を持って花を育て、ひまわ
り、コスモスなどの5種類の花がきれいに咲きました。
　贈呈式では、児童から「優しい気持ちの大切さを学ん
だ」「自然や人の大切さを学べる貴重な体験だった」と
いった作文が読み上げられました。
　子どもたちは人権の花運動を通じて、以前にも増して
思いやりの心が育ったようです。

思いやりの心を育てる
「人権の花」感謝状贈呈式
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　11月5日、赤坂健康管理センターで第４回赤磐市男女共
同参画セミナーを開催し、ノンフィクションライターの北村年
子さんから「『私』を大事に生きる～夢も家族も子育ても～」
と題して講演がありました。
　「不完全な自分」と「その自分の中にある長所」を同時に
認めていけることは、あらゆる「不完全な他者」と「その他
者の中にある長所」を認められる「共感性」となる、などの
お話があり、その後、自己尊重トレーニングを実践しました。
　参加者からは、「とても気持ちが楽になった」「もっと自分
も大切にしようと思った」などの感想が寄せられ、自分を見
つめ直す良いきっかけになったようでした。

わたしはわたしで、だいじょうぶ
第4回赤磐市男女共同参画セミナー

　12月15日、城南ふれあいセンターで教育委員会が「三
世代交流お飾りづくり」を開催。講師に難波公正さんを招
き、お飾りづくりをしました。
　参加者一人ひとりが、四苦八苦しながらも「良い年にな
りますように」と気持ちを込めて、お飾りを作っていました。
　昔ながらの伝統にふれ、子どもからお年寄りまでが協力
してお飾りを作る姿に、コミュニティの輪の広がりや、この
地域の活力を感じます。

良い年になりますように…
三世代交流お飾りづくり

　12月23日、中央公民館で、赤磐市と赤磐市地域医療ミーティ
ング推進協議会主催で「健康づくり講演会」を開催しました。
　市では今年度から、地域医療の課題について協議会を開
催しています。今回は、国立病院機構岡山医療センター診療
部長兼主任小児科医長の久保俊英先生から『上手な小児救
急のかかり方』について講演があり、子どもが起こしやすい病
気や症状への対処、夜間でもあわてずに必要な医療を受ける
ポイントなどのお話がありました。
　午後からは「今日からできる健康づくり」というテーマで、市か
ら健康増進計画の中間評価で見えてきた市の現状について
説明。その後、岡山旭東病院院長の土井章弘先生から『脳と
体の健康～愛と笑いとユーモアを～』と題しての講演があり、

「笑いは脳の健康の元である。そして、免疫力も上げ、病気を
治す」というお話がありました。参加者の皆さんは、健康づくり
について考え、意義ある一日を過ごせたようです。

子どもの急病への備え！！
赤磐市健康づくり講演会

　11月9日、山陽桜保育園の園児らが岡山シーガルズの
選手2人と一緒に、保育園から市役所まで約1.5㌔の道の
りを「戸締まり用心、火の用心」と歌いながら防火パレード
を行いました。
　下市のスーパーや市役所前駐車場では、園児らが日ご
ろから練習しているマーチング演奏を披露し、大きな声で

「僕たち私たちは火遊びを絶対しません」と約束。その後、
集まった人たちにアサガオの種をつけ「ひのようじん」と書
いた手作りの短冊を手渡しました。
　空気が乾燥して火災の起こりやすい季節です。火の元
には十分注意しましょう。

大きな声で「火の用心！」
幼年消防クラブ防火パレード
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読
者
の

広
場
　

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
４月号は２月１４日㈭が
記事の締め切りです。

　
「
女
子
十
二
楽
房
」が
弾
い
て
い
る
あ
の

楽
器
、哀
愁
漂
う
音
色
の「
二
胡
」を
演
奏

で
き
た
ら
楽
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。そ
れ

が
実
現
し
ま
し
た
！

※
山
陽
公
民
館
新
規
グ
ル
ー
プ
で
す
。初

心
者
か
ら
丁
寧
に
指
導
。初
め
て
の
人

は
ま
ず
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
日
／
毎
月
第
１
月
曜
日

　
午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所
／
山
陽
公
民
館
講
座
室

「
二
胡
を
楽
し
む
会
」会
員
募
集
中
！

◆
講
師
／
田
中
佳
世
さ
ん

◆
参
加
費
／
月
３
１
５
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
石
原 

☎（
９
５
５
）９
７
７
７

募集
　
昨
年
11
月
25
日
、市
立
中
央
公
民
館
で

「
赤
磐
市
市
民
活
動
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。第
１
部
は
、那
覇
商
工

会
議
所
青
年
部
の
添
石
幸
伸
会
長
の「
沖

縄
発
！ 

新
し
い
社
会
の
し
く
み
づ
く
り
」

と
題
し
て
の
基

調
講
演
。第
２

部
は
、
公
益
財

団
法
人
み
ら
い

フ
ァ
ン
ド
沖
縄

の
小
阪
亘
代
表

理
事
が
コ
―
デ

ィ
ネ
―
タ
―
を

務
め
、模
擬
円

卓
会
議
を
実

施
。当
日
参
加

赤
磐
市
市
民
活
動
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

し
た
約
１
０
０
人
の
参
加
者
も
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
な
ど
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、赤
磐
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
設
置
・
運
営
の
た

め
の
協
議
体
が
主
催
。同
協
議
体
の
代
表

構
成
員
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

赤
磐

子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
。そ
の
ほ
か
に
赤

磐
市
・
赤
磐
商
工
会
・
赤
磐
市
男
女
共
同

参
画
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
構
成
。

岡
山
県
の
「
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
」の
一
環
と
し
て
、市

民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
企
業
が
「
協
働
」し

住
み
よ
い
赤
磐
市
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

催し

◆
日
時
／
２
月
16
日
㈯

•
開
場
…
午
後
１
時
30
分
〜

•
開
演
…
午
後
２
時
〜

◆
場
所
／
熊
山
公
民
館
２
階
大
集
会
室

◆
内
容
／
韓
国
の
石
積
み
遺
跡

◆
講
師
／
石
田
純
郎　
先
生

◆
参
加
費
／
無
料

◆
主
催
／
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
清
水　
紀
子  

☎（
９
５
４
）２
３
４
９

『
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
』講
演
会

催し

問秘書企画課 ☎955-4770
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Reader'sSquare
読者の広場

◎お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までの
お子さん（3月・4月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人
は①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤
住所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコ
メント（30字程度） を添えてください。締め切りは2月14日㈭までです。
［あて先］〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ
井
い も と

本  結
ゆ い と

翔 くん
（桜が丘西9）

平成22年1月26日生まれ

春から幼稚園！
たくさん友達と遊んで

大きくなあれ☆

お母さんの
由紀子さんから

津
つ も り

守  美
み ほ

帆 ちゃん
（桜が丘東1）

平成23年1月19日生まれ

美帆ちゃんらしく
元気にのんびりのびのび

大きくなってね！！

お母さんの
松美さんから

原
は ら の

野 優
ゆ う き

輝 くん・未
み ゆ

優 ちゃん
（桜が丘東2）

平成24年1月20日生まれ（双子）

やっと1歳になりましたね。
お父さんは2人の笑顔が

大好きです。

お父さんの
祐司さんから

川
柳
く
ま
や
ま 

／ 

テ
ー
マ「
石
」「
罪
」

投稿
〈
石
〉

石
仏
に
無
事
を
祈
っ
て
遍
路
旅

石

の

上

一

年

持

た

ず

五

月

病

つ
ま
ず
い
て
小
石
に
老
い
の
足
を
知
る

石
の
様
構
え
た
妻
に
歯
が
立
た
ぬ

盤
上
で
生
死
の
火
花
散
ら
す
石

石
橋
を
叩
い
て
ば
か
り
遠
い
春

雨
風
に
耐
え
た
庭
石
角
が
取
れ

人

生

の

荒

波

越

え

て

丸

い

石

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
石
磨
く

躓
い
た
石
の
痛
み
を
聞
い
て
や
り

川
石
の
よ
う
に
ま
あ
る
く
年
を
と
る

ふ
る
さ
と
の
石
が
風
化
で
も
ろ
く
な
る

小
野　
　

房
子

中
山　
　

亮
一

佐
保
田
千
代
子

長
谷
川
至
外
余

大
岩　
　

歌
子

藤
森　

と
し
お

光
山　
　

悦
子

長
舩　
　

克
己

沖　
　

百
合
子

松
田　
　

牧
子

小
山　

ふ
じ
え

従
野　

健
一

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
川
柳
く
ま
や
ま　
長
谷
川　
☎（
９
９
５
）３
６
２
５

〈
罪
〉

惚
れ
て
て
も
知
ら
ん
振
り
す
る
罪
な
人

仲
人
口
罪
で
御
座
ん
す
犬
と
猿

お
や
つ
抜
き
罪
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
塩
辛
い

生
真
面
目
に
生
き
て
罪
と
は
遠
く
い
る

干
し
柿
は
罪
の
な
い
の
に
吊
る
さ
れ
る

罪
悪
な
ニ
ュ
ー
ス
に
団
欒
こ
わ
さ
れ
る

冤

罪

が

晴

れ

て

心

は

青

い

空

パ
ソ
コ
ン
に
乗
っ
て
冤
罪
か
け
め
ぐ
る

罪
を
憎
み
人
も
憎
ん
で
灯
は
遠
い

二

股

を

か

け

た

男

の

重

い

罪

果
て
し
な
く
地
表
に
積
も
る
人
の
罪

罪
ば
か
り
作
り
出
し
て
る
都
会
の
灯

藤
森　

と
し
お

長
谷
川
至
外
余

光
山　
　

悦
子

佐
保
田
千
代
子

小
野　
　

房
子

松
田　
　

牧
子

大
岩　
　

歌
子

沖　
　

百
合
子

中
山　
　

亮
一

小
山　

ふ
じ
え

長
舩　
　

克
己

従
野　

健
一

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

道
み ち ひ ろ

広  温
は る と

人 くん
（桜が丘東1）

平成23年2月14日生まれ

いつもにこにこ
元気いっぱい！ わが家の
ムードメーカーです。

すくすく大きくなってね！

お父さんの
真也さんから
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
毎
年
、
成
人
式
の
会
場
は
色
と
り
ど
り
。

振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
織
り
込
ま
れ
た
赤
、
青
、

黄
、
緑
、
桃
、
黒
、
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
が
会
場
を
彩
っ
て
い
る
様
は
、「
成
人
式
」

な
ら
ぬ
「
成
人
色
」
で
し
た
。
成
人
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
若
者
た
ち
。
彼
ら
が
、

こ
れ
か
ら
色
と
り
ど
り
の
人
生
を
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
思
う
と
、
僕
自
身
と
て
も
嬉
し
く
、

そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
人

生
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
。
成
人
お

め
で
と
う
。

（
猪
木　
亮
）

▼
約
10
年
前
、
成
人
式
の
後
に
小
・
中
学
校

の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
同

窓
会
に
は
ず
っ
と
参
加
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
年
始
に
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
中
学
校
の
時
に
や
ん
ち
ゃ
を
し

て
い
て
、
成
人
式
の
時
は
ま
だ
そ
ん
な
雰
囲

気
が
抜
け
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
い
つ
の
間

に
か
３
児
の
父
親
に
な
っ
て
い
た
り
、
自
分

で
店
を
経
営
し
て
い
た
り
と
、
す
っ
か
り
落

ち
着
い
た
様
子
。
長
く
会
っ
て
い
な
く
て
も
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
一
生
懸
命
過
ご

し
て
き
た
ん
だ
な
と
、
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。

（
辻
真
理
亜
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

1月13日、成人式の写真を撮影してきま
した。集まった新成人の皆さんのキラキ
ラと輝く笑顔がとても印象的でした。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
る

胸
に
秘
め
た
力
強
い
思
い

　

森
永
翔
太
さ
ん
は
、
桜
が
丘
中
学
校
に

通
う
３
年
生
で
す
。
昨
年
11
月
末
、
彼
が

い
つ
も
の
よ
う
に
学
校
へ
行
く
と
、
そ
こ

に
は
、
い
つ
も
と
違
う
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
が
「
お
め
で
と

う
」
と
声
を
か
け
て
く
る
の
で
す
。
そ
し

て
教
室
で
の
朝
礼
の
時
間
に
、
先
生
が
興

奮
気
味
に
言
い
ま
し
た
。「
森
永
く
ん
が

第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
中
央
大
会
で
最
優
秀
の
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
ぞ
」。

　

そ
の
日
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
翔
太
さ

ん
は
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。

そ
し
て
す
ぐ
家
族
に
今
日
の
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
翔
太
さ
ん
の
声
は
、
興
奮
の

あ
ま
り
裏
返
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

翔
太
さ
ん
に
と
っ
て
人
助
け
は
日
常
茶

飯
事
で
し
た
。
家
族
が
困
っ
て
い
る
と
助

け
る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
だ
し
、
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
袋
を
重
そ
う
に
提
げ
て
い

る
お
年
寄
り
に
出
会
っ
た
と
き
は
、
そ
れ

を
持
っ
て
家
ま
で
送
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
一
昨
年
の
夏
休
み
の
旅
行

の
と
き
も
同
じ
で
し
た
。

　

旅
行
先
で
翔
太
さ
ん
は
、
あ
る
家
を
見

つ
け
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
ボ
ロ
ボ

ロ
の
建
物
で
、
壁
に
は
「
人
殺
し
、
出
て

行
け
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ビ
ラ
が
貼
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
話

を
聞
く
と
、
そ
の
家
の
一
人
が
殺
人
を
犯

し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
残
さ
れ
た

家
族
は
近
隣
の
人
か
ら
疎
ま
し
が
ら
れ
て
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い
た
の
で
す
。
翔
太
さ
ん
は
そ
の
こ
と
に

違
和
感
を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

翌
日
、
翔
太
さ
ん
は
再
び
そ
の
家
の
前

を
通
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、

そ
の
家
の
お
ば
あ
さ
ん
が
倒
れ
た
の
が
見

え
ま
し
た
。
翔
太
さ
ん
は
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
ず
、
タ
ク
シ
ー
を
止
め
て
手
を

差
し
伸
べ
ま
し
た
。
す
る
と
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
は
「
こ
の
家
族
の
相
手
を
し
て
は

い
け
な
い
」と
冷
た
く
言
っ
た
の
で
し
た
。

翔
太
さ
ん
は
こ
の
言
葉
に
激
怒
し
ま
す
。

「
加
害
者
が
悪
い
と
い
う
の
は
分
か
り
ま

す
。
で
も
、
そ
の
家
族
ま
で
が
悪
者
扱
い

さ
れ
る
と
い
う
の
は
違
う
と
思
い
ま
し

た
」。
翔
太
さ
ん
は
こ
の
出
来
事
と
、
こ

の
と
き
感
じ
た
強
い
思
い
を
、
真
っ
す
ぐ

に
書
き
つ
づ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
見
事
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
翔
太
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
医
者

に
な
る
こ
と
で
す
。「
医
者
に
な
っ
て
病

気
の
人
た
ち
を
助
け
て
あ
げ
た
い
」。
そ

う
話
す
翔
太
さ
ん
の
眼
差
し
は
、
と
て
も

真
っ
す
ぐ
で
力
強
い
も
の
で
し
た
。

▲壇上で表彰状を受け取る翔太さん
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